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生物生態学会教育研究部会編著  
14. 中野伸一（分担）(2006) 細菌の被食過程、海洋生命系のダイナミクスシリーズ、p. 127-144、

東海大学出版会 
15. 中野伸一（分担）(2006) 陸水の事典、日本陸水学会編、講談社、項目多数  
16. Joo, G.-J. and Nakano, S. (2005) Special Issue for the 1st Korea-Japan Joint Limnology Symposium, 

2nd volume, pp.83. 
17. 中野伸一（分担）(2004) 細菌に対する摂食速度の測定、微生物生態学入門－地球環境を支
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19. 中野伸一（分担）(2003) 原生動物、とくに鞭毛虫と繊毛虫について、地球環境調査計測事

典—陸域編—、p194-198、株式会社フジ・テクノシステム（東京） 
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